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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平面表示面内に略長方形の３つのサブ画素からなる略正方形の画素が、正方配列された
平面表示装置と、
　前記表示装置の前面に設置され、前記サブ画素の長辺方向に前記画素をｎ個接続した長
方形の対角線と同方向に直線状に延びる光学的開口部を有し、前記画素からの光線方向を
制御する光線制御素子と、
　を備え、
　前記平面表示装置の前記平面表示面は、前記光線制御素子の前記光学的開口部毎に対応
した要素画像に、前記サブ画素単位に分割され、
　前記要素画像のピッチの平均値が、前記サブ画素の短辺方向に前記画素をｎ個接続した
長方形の対角線の長さより長く、かつ前記光線制御素子の前記光学的開口部のピッチが前
記画素をｎ個横に接続した長方形の対角線の長さに等しい、
ことを特徴とする立体画像表示装置。
【請求項２】
　平面表示面内に略長方形の３つのサブ画素からなる略正方形の画素が、正方配列された
平面表示装置と、
　前記表示装置の前面に設置され、前記サブ画素の長辺方向に前記画素をｎ個接続した長
方形の対角線と同方向に直線状に延びる光学的開口部を有し、前記画素からの光線方向を
制御する光線制御素子と、
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　を備え、
　前記平面表示装置の前記平面表示面は、前記光線制御素子の前記光学的開口部毎に対応
した要素画像に、前記サブ画素単位に分割され、
　前記要素画像のピッチが、前記サブ画素の短辺方向に前記画素をｎ個接続した長方形の
対角線の長さに等しく、かつ前記光線制御素子の前記光学的開口部のピッチが前記画素を
ｎ個横に接続した長方形の対角線の長さより短いことを特徴とする立体画像表示装置。
【請求項３】
　前記平面表示装置の正方配列画素の縦横配列方向が、立体画像表示装置全体の表示部の
長方形枠に対し斜め方向に配置され、前記光線制御素子の前記光学的開口部が、立体画像
表示装置全体の表示部の左右端に対し平行に配置されることを特徴とする請求項１あるい
は２記載の立体画像表示装置。
【請求項４】
　前記平面表示装置の正方配列画素の縦横配列方向が、立体画像表示装置全体の表示部の
長方形枠に対しそれぞれ垂直水平方向に配置され、前記光線制御素子の前記光学的開口部
が、立体画像表示装置全体の表示部の左右端に対し斜め方向に配置されることを特徴とす
る請求項１あるいは２記載の立体画像表示装置。
【請求項５】
　前記平面表示装置の表示領域全体の形状が、立体画像表示装置全体の表示部の長方形枠
の形状と略一致していることを特徴とする請求項３記載の立体画像表示装置。
【請求項６】
　（１＋ｎ２）１／２×（平面表示装置の画素ピッチ）を１辺の長さとする正方形の領域
が正方配列となるように画像情報及び視差情報を配置したことを特徴とする請求項１乃至
５記載の立体画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、立体画像表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　動画表示が可能な立体視画像表示装置、所謂、３次元ディスプレイには、種々の方式が
知られている。近年、特にフラットパネルタイプで、且つ、専用の眼鏡等を必要としない
方式の要望が高くなっている。このタイプの立体動画表示装置には、ホログラフィの原理
を利用するものもあるが実用化が難しく、直視型或いは投影型の液晶表示装置やプラズマ
表示装置などのような画素位置が固定されている表示パネル（平面表示装置）の直前に表
示パネルからの光線を制御して観察者に向ける光線制御素子を設置する方式が比較的容易
に実現できる方式として知られている。
【０００３】
　光線制御素子は、一般的にはパララクスバリア或いは視差バリアとも称せられ、光線制
御素子上の同一位置でも角度により異なる画像が見えるように光線を制御している。具体
的には、左右視差（水平視差）のみを与える場合には、スリット或いはレンチキュラーシ
ート（シリンドリカルレンズアレイ）が用いられ、上下視差（垂直視差）も含める場合に
は、ピンホールアレイ或いはレンズアレイが用いられる。視差バリアを用いる方式にも、
さらに２眼方式、多眼方式、超多眼方式（多眼方式の超多眼条件）、インテグラルフォト
グラフィー（以下、ＩＰとも云う）に分類される。これらの基本的な原理は、１００年程
度前に発明され立体写真に用いられてきたものと実質上同一である。
【０００４】
　このうちＩＰ方式は、例えば非特許文献１に記載されているように、視点位置の自由度
が高く、楽に立体視できるという特徴があり、水平視差のみで垂直視差のないＩＰ方式で
は、解像度の高い表示装置の実現も比較的容易である。これに対し、２眼方式や多眼方式
では、立体視できる視点位置の範囲、すなわち視域が狭く、見にくいという問題があるが
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、立体画像表示装置としての構成としては最も単純であり、表示画像も簡単に作成できる
。
【０００５】
このようなスリットやレンチキュラーシートを用いた直視型裸眼立体画像表示装置におい
ては、光線制御素子の開口部の周期構造と平面表示装置の画素の周期構造が干渉すること
によるモアレや色モアレが発生しやすい。その対策として、開口部の延在する方向を斜め
に傾ける方法が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【０００６】
　しかし、光線制御素子の開口部を斜めに設置すると、立体画像表示時の画素（立体表示
時画素）が正方配列でなく平行四辺形配列となり、各カメラの撮像画像（各視点画像）を
立体画像に合成する際の配列変換が必要となる。簡易処理による配列変換では画質が劣化
し、補間等を用いる配列変換では処理速度が低下し、冗長データの間引きによる配列変換
ではデータ量が増大するという問題があった。また、解像度の高い方向が上下左右非対称
となり、運動視差も上下動を伴うなど、人間の視覚特性に違和感をもたらす表示特性も問
題であった。
【非特許文献１】ＳＩＤ０４　Ｄｉｇｅｓｔ　１４３８　（２００４）
【特許文献１】特表２００１－５０１０７３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　上述のように、光線制御素子を斜めに設置した従来の立体画像表示装置にあっては、立
体表示時の画素配列が正方配列でないことによる画像処理量の増加や表示特性に問題があ
る。
【０００８】
　本発明は、上記事情を考慮してなされたものであって、画像処理量の増加を防止するこ
とができるとともに良好な表示特性を得ることができる立体画像表示装置を提供すること
を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明の第１の態様による立体画像表示装置は、平面表示面内に略正方形の画素が正方
配列された平面表示装置と、前記表示装置の前面に設置され、前記画素をｎ個縦に接続し
た長方形の対角線と同方向に直線状に延びる光学的開口部を有し、前記画素からの光線方
向を制御する光線制御素子と、を備え、前記平面表示装置の前記平面表示面が前記光線制
御素子の前記光学的開口部毎に対応した要素画像に分割され、前記要素画像のピッチの平
均値が前記画素をｎ個横に接続した長方形の対角線の長さより大きく、かつ前記光線制御
素子の前記光学的開口部のピッチが前記画素をｎ個横に接続した長方形の対角線の長さに
等しいことを特徴とする。
【００１０】
　また、本発明の第２の態様による立体画像表示装置は、平面表示面内に略正方形の画素
が正方配列された平面表示装置と、前記表示装置の前面に設置され、前記画素をｎ個縦に
接続した長方形の対角線と同方向に直線状に延びる光学的開口部を有し、前記画素からの
光線方向を制御する光線制御素子と、を備え、前記平面表示装置の前記平面表示面が前記
光線制御素子の前記光学的開口部毎に対応した要素画像に分割され、前記要素画像のピッ
チの平均値が前記画素をｎ個横に接続した長方形の対角線の長さに等しく、かつ前記光線
制御素子のピッチが前記画素をｎ個横に接続した長方形の対角線の長さより小さいことを
特徴とする。
【００１１】
　なお、前記平面表示装置の正方配列画素の縦横配列方向が、立体画像表示装置全体の表
示部の長方形枠に対し斜め方向に配置され、前記光線制御素子の前記光学的開口部が、立
体画像表示装置全体の表示部の左右端に対し平行に配置されるように構成してもよい。
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【００１２】
　なお、前記平面表示装置の正方配列画素の縦横配列方向が、立体画像表示装置全体の表
示部の長方形枠に対し垂直平行方向に配置され、前記光線制御素子の前記光学的開口部が
、立体画像表示装置全体の表示部の左右端に対し斜め方向に配置されるように構成しても
よい。
【００１３】
　なお、前記平面表示装置の表示領域全体の形状が、立体画像表示装置全体の表示部の長
方形枠の形状と略一致しているように構成してもよい。
【００１４】
　また、前記平面表示装置の画素が、前記光線制御素子の前記光学的開口部の延出方向と
近い方向である２本の境界線によって略長方形の３つのサブ画素に分割されていてもよい
。
【００１５】
　また、本発明の第３の態様による立体画像表示方法は、平面表示面内に略正方形の画素
が正方配列された平面表示装置と、前記表示装置の前面に設置され、前記画素をｎ個縦に
接続した長方形の対角線と同方向に直線状に延びる光学的開口部を有し、前記画素からの
光線方向を制御する光線制御素子と、を備え、前記平面表示装置の前記平面表示面が前記
光線制御素子の前記光学的開口部毎に対応した要素画像に分割される立体画像表示装置を
用いて立体画像を表示する立体画像表示方法において、（１＋ｎ２）１／２×（平面表示
装置の画素ピッチ）を１辺の長さとする正方形の画素が正方配列となるように画像情報及
び視差情報を配置したことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、画像処理量の増加を防止することができるとともに良好な表示特性を
得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、図面を参照して、この発明の実施形態による立体画像表示装置を詳細に説明する
。
【００１８】
　以下の実施形態による立体画像表示装置は、多眼式であってもＩＰ式であっても、図９
に示すように、画素がマトリクス状に配置された平面表示部を有する平面表示装置１０と
、この平面表示装置１０の前面に設けられ、光学的開口部を有し、平面表示部の画素から
の光線を制御する光線制御素子２０とを備えている。水平方向の視角４１および垂直方向
の視角４２の範囲内において、観測者の眼の位置１００から光線制御素子２０を介して射
出される平面表示装置１０からの光線を観察することにより立体画像を見ることが可能と
なる。なお、光学的開口部とは、光線制御素子がスリットである場合は物理的な開口部で
あり、レンチキュラーシートの場合は各シリンドカルレンズである。そして、焦点距離の
調整のために平面表示装置１０と光線制御素子２０との間にスペーサが設けられることも
ある。
【００１９】
（第１実施形態）
　本発明の第１実施形態による立体画像表示装置は多眼式であって、光線制御素子２０の
光学的開口部の延在する方向を平面表示装置１０の表示面の縦方向に対して斜めに傾けた
構成となっている。この実施形態に用いられる、平面表示部１０の表示面内の画素群によ
り構成される立体表示時画素１２の形状を図１（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）に示す。
図１（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）は、立体表示画素１２に対応する略正方形の一辺の
長さが平面表示部１０の横方向に、図１（ｆ）に示す画素１４をｎ個並べた長方形の対角
線の長さとなるとき、ｎ＝３，４，５，６の場合をそれぞれ示している。実線に囲まれた
略正方形の各領域は、立体表示時画素１２に対応する領域である。破線は、平面表示部１
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０の横方向に並ぶｎ個の画素１４からなる長方形の対角線および平面画像表示部１０の縦
方向に並ぶｎ個の画素１４からなる長方形の対角線と方向を一致して描かれている。縦横
の破線は、斜めに配列されているが、略正方形の正方配列を形成している。図１（ｅ）は
図１（ａ）に光線制御素子２０を書き加えて位置関係を示した図である。光線制御素子２
０を構成するスリットやレンチキュラーシートは、その光学的開口部の延在する方向が上
記縦の破線と同じ方向になるように、かつ隣接する縦の破線の略中間位置に光学的開口部
が位置するように設置される。
【００２０】
　本実施形態は、多眼方式であるので、図１（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）に示すよう
に、同じ形状の立体表示時画素１２によって、平面表示部１０の表示面が埋め尽くされる
ように構成される。したがって、平面表示部１０は各光学的開口部に対応する要素画像に
分割され、この要素画素は光線制御素子２０の光学的開口部の延在する方向に配列された
それぞれが略正方形状の同じ形状の複数の立体表示時画素１２から構成される。このため
、光線制御素子２０の光学的開口部を通して観測者が立体像を見た場合、立体表示時画素
１２が正方画素かつ正方配列されたものとなる。
【００２１】
　平面表示部１０の画素１４は、横に並ぶ赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の３サブ画素か
らなる正方形であり、同じ色のサブ画素は同じ列に並ぶ（通常のストライプ配列）。立体
表示時画素１２の実線で表示された境界はサブ画素単位で区切られる。図１（ａ）、（ｂ
）、（ｃ）、（ｄ）中の数字は割り当てられる視差情報番号の例を示す。１つの視差情報
は、立体表示画素１２内の縦方向（光線制御素子２０の光学的開口部の延在する方向と同
じ方向）に配置されたＲＧＢの３つのサブ画素に順次割り振られる。また、隣接する視差
情報は、横方向（光線制御素子２０の光学的開口部の周期方向と同じ方向）に平均的に配
置される。例えば、視差情報番号が「１」に対応する視差情報は、立体表示画素１４の最
も左端に位置する縦方向に配置されたＲＧＢの３つのサブ画素に割り振られ、これらのサ
ブ画素に続く縦方向に配置されたＲＧＢの３つのサブ画素に次の視差情報番号が「２」に
対応する視差情報が割り振られる。なお、先に割り振られたサブ画素に続く縦方向に配置
されたＲＧＢのサブ画素が立体表示画素１２の下端に達した場合は、先に割り振られたサ
ブ画素の右側に隣接する縦方向に配置されたサブ画素の最も上のサブ画素に視差情報が割
り当てられる。結果的に、同じサブ画素列のみを見ると、視差番号が連番となる。なお、
色情報を落とす代わりに視差数を増やし、１つの視差情報を１サブ画素に割り当ててもよ
い。また、サブ画素単位でなく画素単位で視差を割り当て、立体表示時画素の境界も画素
境界にあわせる方法もある。
【００２２】
　本実施形態においては、図１からわかるように、平面表示部１０の横方向に並ぶｎ個の
画素からなる長方形の対角線の長さは、略正方形の立体表示時画素１２の一辺の長さ、す
なわち要素画像の平均ピッチに等しく、かつ平面表示部１０の画素１４の一辺の（１＋ｎ
２）１／２倍に等しい。また、本実施形態は多眼方式であるので、光線制御素子２０の光
学的開口部のピッチは平面表示部１０の横方向に並ぶｎ個の画素からなる長方形の対角線
の長さより小さくなるように構成される。具体的には、光線制御素子の各光学的開口部か
ら射出される同じ視差番号のサブ画素からの光線が、観察者の眼の想定位置に集光するよ
うに、光線制御素子の光学的開口部のピッチが設計される。
【００２３】
　（比較例）
　次に、本実施形態と比較するために、光線制御素子を斜めに傾けて配置する従来の立体
画像表示装置に用いられる立体表示画素の配列例を図２（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）
、（ｅ）に示す。図２（ａ）は１画素行で１サブ画素単位の３．５視差分（２画素行で１
サブ画素単位の７視差分）、図２（ｂ）は４画素行で３サブ画素単位の１６視差分、図２
（ｃ）は５画素行で３サブ画素単位の２５視差分、図２（ｄ）は６画素行で３サブ画素単
位の３６視差分（およびそれを分割した例）、図２（ｅ）は３画素行で３サブ画素単位の
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９視差分にそれぞれ相当する従来例である。
【００２４】
　これらの比較例においては、いずれも立体表示画素５０の形状が平行四辺形であり、配
列も正方配列ではない平行四辺形配列である。このため、比較例においては、各視差画像
は、立体表示時画素５０の解像度と配列にあわせて作成する必要がある。しかし、通常の
撮像やＣＧレンダリングで得られる画像は正方配列であるため、比較例のように立体表示
画素５０が図２（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）、（ｅ）に示す正方配列と異なる配列で
は変換（補間を含む）が必要となる。
【００２５】
　以上説明したように、本実施形態によれば、立体表示時画素を略正方画素かつ略正方配
列とすることが可能となり、かつ表示特性の違和感が解消され、良好な表示特性を得るこ
ことができるとともに画像処理量の増加を防止することができる。
【００２６】
（第２実施形態）
　次に、本発明の第２実施形態による立体画像表示装置を図３乃至図７を参照して説明す
る。この第２実施形態の立体画像表示装置は、平行光線１次元ＩＰ方式であって、光線制
御素子２０の光学的開口部の延在する方向を平面表示装置１０の表示面の縦方向に対して
斜めに傾けた構成となっている。さらに、光線制御素子２０の光学的開口部のピッチが、
平面表示装置の画素をｎ個横に並べた長方形の対角線に等しくなっており、光学的開口部
と同数の光線からなる平行光線の組が、視差数と同数の組だけ、異なる方向に再生される
ようになっている。この実施形態に用いられる、平面表示部１０の表示面内の画素群によ
り構成される立体表示時画素１６の形状を図３（ａ）、（ｂ）に示す。１つの視差情報は
、３サブ画素単位で与えられる。図３（ａ）はｎ＝３の場合の立体表示時画素の形状の変
化の例を示しており、縦方向には同じ形状のものが並ぶが、横方向には形状が変わってい
く。横方向は省略して描かれており、実際は細線の立体表示時画素の同じ形状のものが数
～数１０列連続し、その形状が変わる境界部分に１列のみ太線の立体表示時画素が挿入さ
れる。太線の立体表示時画素は、細線の立体表示時画素に比べ、３サブ画素分面積が広く
なっている。これは、平行光線群を再生する構成になっているため、平均要素画像ピッチ
が画素をｎ個横に並べた長方形の対角線より大きく、要素画像境界を最も近いサブ画素境
界に合わせると、画面内の横方向位置により境界がずれていくことによる。図３（ｄ）は
立体表示時画素の基本形（図３（ａ）の細線の立体表示時画素）のとりうる形状（１０種
類）の立体表示画素１６１～１６１０を示している。それぞれ、１視差情報に対応する３
サブ画素が左端から右端に移動したような形状変化となる。なお、図３（ａ）、（ｂ）に
示す破線は、平面表示部１０の横方向に並ぶｎ個の画素からなる長方形の対角線および平
面画像表示部１０の縦方向に並ぶｎ個の画素からなる長方形の対角線の方向と一致して描
かれている。なお、平面画像表示部１０の縦方向に並ぶｎ個の画素からなる長方形の対角
線は、光線制御素子２０の光学的開口部の延在する方向となっている。
【００２７】
　また、本実施形態による１次元ＩＰ方式の立体画像表示装置において用いられる、平面
表示部１０の画素群により構成される立体表示時画素１６の、ｎ＝２の場合の形状の例を
図４（ａ）、（ｂ）に示す。この例では、１つの視差情報は、１サブ画素単位で与えられ
る。図４（ａ）は図３（ａ）と同様、縦方向には同じ形状のものが並ぶが、横方向には形
状が変わっていく。横方向は省略して描かれており、実際は細線の立体表示時画素の同じ
形状のものが数～数１０列連続し、その形状が変わる境界部分に１列のみ太線の立体表示
時画素が挿入される。太線の立体表示時画素は、細線の立体表示時画素に比べ、１サブ画
素分面積が広くなっている。図４（ｄ）は立体表示時画素の基本形のとりうる形状（１５
種類）の立体表示画素１６１～１６１５を示している。それぞれ、１視差情報に対応する
１サブ画素が左端から右端に移動したような形状変化となる。立体表示時画素内に記され
た番号は、視差情報番号を表す。
【００２８】
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　本実施形態と異なり、多眼方式の場合は、要素画像ピッチの平均値が平面表示部１０の
表示面の画素をｎ個横方向に配列した長方形の対角線の長さに等しく、かつ光線制御素子
２０の光学的開口部の横ピッチが平面表示部１０の表示面の画素をｎ個横方向に配列した
長方形の対角線の長さより小さい。このため、平面表示部１０の表示面全面にわたり図１
（ａ）、（ｂ）、（ｃ）、（ｄ）に示す形状の立体表示時画素１２になる。
【００２９】
　これに対して、本実施形態の平行光線１次元ＩＰ方式では、要素画像ピッチの平均値が
平面表示部の画素をｎ個横方向に配列した長方形の対角線の長さより大きく、かつ光線制
御素子の横ピッチが平面表示部の画素をｎ個横方向に配列した長方形の対角線の長さに等
しい。このため、図３（ａ）、（ｂ）に示すように、平面表示部１０の左右方向に配置さ
れる立体表示時画素１６の形状がその配置位置によって変わっているが、１つの要素画像
を構成する縦に並ぶ一連の立体表示時画素は同じ形状となっている。ｎが３のときの立体
表示時画素１６の取りうる形状が図３（ｄ）に示されている。図３（ｄ）において、立体
表示時画素１６ｉ（ｉ＝２、・・・、１０）は、立体表示時画素１６ｉ－１の最も左側に
位置する、光線制御素子２０の光学的開口部の延在する方向（縦方向の破線が示す方向）
に並ぶ平面表示部の３個のサブ画素を、立体表示時画素１６ｉ－１の最も右側に位置する
、光線制御素子２０の光学的開口部の延在する方向に並ぶ平面表示部のサブ画素に隣接す
るように配置した構成となっている。なお、立体表示時画素１６１は、立体表示時画素１
６１０の最も左側に位置する、光線制御素子２０の光学的開口部の延在する方向に並ぶ平
面表示部の３個のサブ画素を、立体表示時画素１６１０の最も右側に位置する、光線制御
素子２０の光学的開口部の延在する方向に並ぶ平面表示部のサブ画素に隣接するように配
置した構成となっている。
【００３０】
　これらの取りうる立体表示画素はいずれも略正方形状でかつ略正方配列されている。こ
のため、第１実施形態と同様に、第２実施形態においても、立体表示時画素を略正方画素
かつ略正方配列とすることが可能となり、かつ表示特性の違和感が解消され、良好な表示
特性を得るこことができるとともに画像処理量の増加を防止することができる。
【００３１】
　なお、第２実施形態の１次元ＩＰ方式に用いられる図３（ｄ）に示す立体表示時画素１
６１は、図１（ａ）に示す立体表示時画素１２と同じものであり、多眼方式に用いること
ができる。図３（ｄ）に示す１０種類の立体表示時画素は、いずれも同じ形状の立体表示
画素で平面表示部の表示面を隙間なく埋めることができる形状となっているので、多眼方
式の立体表示画素としても用いることができるが、正方形に最も近い形状である１６１を
用いるのが最適である。
【００３２】
　図５は、本実施形態による１次元ＩＰ方式の立体画像表示装置において用いられる、平
面表示部１０の画素群により構成される立体表示時画素１６の、ｎ＝４の場合の形状の例
を示している。この例では、１つの視差情報は、３サブ画素単位で与えられる。立体表示
時画素の基本形のとりうる形状（１７種類）の立体表示画素１６１～１６１７を示してい
る。それぞれ、１視差情報に対応する３サブ画素が左端から右端に移動したような形状変
化となる。
【００３３】
　図６は、ｎ＝２，３，４，５，６の場合及び一般の場合の構成をまとめた表である。図
６（ａ）は本発明による多眼あるいは１次元ＩＰの場合を示し、図６（ｂ）は従来例によ
る多眼あるいは１次元ＩＰの場合を示す。１次元ＩＰの場合の立体表示時画素の基本形の
とりうる形状の数は、視差数と一致する。従来例と比較すると、光線制御素子の光学的開
口の傾き角は同じでも、周期や視差数が異なっている。
【００３４】
　なお、第１および第２実施形態においては、光線制御素子の光学的開口部の延在する方
向を平面表示装置の表示面の縦方向に対して斜めに傾けた図７（ａ）に示すような構成と
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なっているが、図７（ｂ）、（ｃ）に示すように配置してもよい。
【００３５】
　図７（ａ）、（ｂ）、（ｃ）は、正方配列画素１３の上下配列方向と、立体画像表示装
置全体の表示部の長方形枠５の位置関係を示す概念図である（ｎ＝２の例）。図７（ａ）
は、一般的な構造の平面表示部１０に対し、斜めに傾いた光学的開口部を持つ光線制御素
子を設置する場合である。正方配列画素１３の上下配列方向および光線制御素子の光学的
開口部が、立体画像表示装置全体の表示部の長方形枠５に対し斜め方向に配置され、観察
者が見る画面の垂直水平方向に対しても斜めになっている。
【００３６】
　図７（ｂ）は、正方配列画素１３の上下配列方向および光線制御素子の光学的開口部が
、平面表示部１０の長方形枠に対し斜め方向に配置されるが、観察者が立体画像表示装置
として見る画面５の垂直水平方向に対しては斜めになっていない例である。この場合は、
立体表示時画素１３は正方画素・正方配列かつ上下左右対称配列（斜めに傾いていない）
となり、表示特性として望ましい形態となる。さらに図７（ｃ）のように、平面表示部１
０の表示領域全体の形状が、立体表示装置全体の表示部の長方形枠５の形状と略一致して
いれば、平面表示部のすべての画素を表示に利用できるが、平面表示部の構成は一般的な
ものとは異なり、表示領域の上下左右端が傾いた構造とする必要がある。
【００３７】
　次に、ＩＰ方式の視差画像配置による立体画像表示について図８乃至図１７を参照して
説明する。この図８乃至図１７に示す立体画像の表示は、図１乃至図７を参照して説明し
た立体画像表示装置と組み合わせて実現される。
【００３８】
　ＩＰ方式においても、また、多眼方式においても、通常は、視距離が有限であるため、
その視距離における透視投影画像が実際に見えるように表示画像が作成される。図８（ａ
）は、光線制御素子としてのレンチキュラーシート２０ａの斜視図であり、図８（ｂ）は
、光線制御素子としてのスリット２０ｂの斜視図である。
【００３９】
　図９は、立体画像表示装置の全体を概略的に示す斜視図である。図１０は、図９に示し
た立体画像表示装置の表示部を基準にして垂直面内及び水平面内における位置関係を概略
的に示す展開図であり、図１０（ａ）に平面表示部１０、光線制御素子２０の正面図、図
１０（ｂ）に立体画像表示装置の画像配置を示す平面図、図１０（ｃ）に立体画像表示装
置の側面図を示す。
【００４０】
　図９及び図１０に示すように、立体画像表示装置は、液晶表示素子（ＬＣＤ，液晶パネ
ル）などの平面表示部１０および光学的開口部を有する光線制御素子２０を備えている。
光線制御素子２０は、一種の光学的開口に相当し、図８（ａ）、（ｂ）に示すような垂直
に近い斜め方向に光学的開口部が直線状に伸び周期的に配列される形状のレンチュキュラ
ーシート２０ａ或いはスリット２０ｂで構成される。この立体画像表示装置においては、
水平方向の視角４１及び垂直方向の視角４２の範囲内において、眼の位置から光線制御素
子２０を介して平面表示部１０から射出される光線を観察して光線制御素子２０の前面及
び背面に立体像を観察することができる。ここでは、平面表示部１０の画素数は、正方形
となる最小単位の画素群で数えた場合の一例として横方向（水平方向）が１９２０であり
、縦方向（垂直方向）が１２００であり、各最小単位の画素群は、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、
青（Ｂ）の画素を含んでいるものとする。
【００４１】
　図１０において、光線制御素子２０と視距離面４３との間の視距離Ｌ、光線制御素子の
光学的開口のピッチＰｓ、光線制御素子と画素面とのギャップｄが定められれば、要素画
像のピッチＰｅが視距離面４３上の視点から光学的開口中心を画素面上に投影した間隔に
より決定される。符号４６は、視点位置と各光学的開口中心とを結ぶ線を示し、視域幅Ｗ
は平面表示部の画素面上で要素画像同士が重なり合わないという条件から決定される。
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【００４２】
　図１１は、平面表示部に置かれる視差情報と、撮像やＣＧレンダリングに用いられる投
影カメラの位置関係を示す概念図である。ｎ＝４の場合、視差数は１７となり、実際の平
面表示部の画素位置とは異なるが、要素画像ピッチＰｅを１７等分したピッチＰｐの仮想
のサブ画素１４ａの中心と光学的開口部２０中心を結ぶ線が視距離面と交わる位置によっ
てカメラ位置４２９が決定される。各カメラの並ぶ方向は、光線制御素子２０の周期方向
であるため、平面表示部の画素の並ぶ方向に対しては斜め方向である。
【００４３】
　図１２（ａ）、（ｂ）は、平行光線の組を持つ条件の１次元ＩＰ方式、多眼方式の視差
画像と立体画像の構成方法をそれぞれ示す図である。表示される物体（被写体）４２１は
、実際に立体画像表示装置の光線制御素子が置かれる面と同じ位置にある投影面４２２に
投影される。このとき、図１２（ａ）に示す平行光線１次元ＩＰ方式においては、垂直方
向（ｙ方向）が透視投影（perspective projection （図面上でpersと表記））で水平方
向（ｘ方向）が平行投影（orthographic projection（図面上でorthoと表記））になるよ
うに、投影面４２２と平行で正面（上下方向の中央）にありかつ視距離面内にある投影中
心線４２３に向かう投影線４２５に沿って物体４２１は投影される。投影線は、水平方向
は互いに交わらないが、垂直方向は投影中心線において交わる。各投影方向は視差番号に
対応するが、各方向は等角度ではなく、視距離面（投影中心線４２３）上で等間隔になる
ようにする。すなわちカメラを投影中心線４２３上で等間隔に平行移動（向きは一定）し
て撮影することに相当する。図１２（ｂ）は多眼方式の場合の投影法であり、投影中心点
について透視投影される。
【００４４】
　図１３は、１次元ＩＰ方式の場合に、一方向分の画像（視差成分画像）を視差合成画像
に配置する方法を示す概念図である。ｎ＝４、視差合成画像サイズ１９２０×１２００の
場合、視差成分画像のサイズは５２４×３９６である。視差成分画像は、光線制御素子の
光学的開口部が垂直のタイプのものと同様、単純に立体表示時の解像度でかつ正方画素・
正方配列で作成すればよい。視差成分画像の各画素は、サブ画素に分割され、位置に応じ
斜め方向に分かれて配置される。視差成分画像の隣接画素は、視差合成画像上では横方向
に４画素、縦方向に１画素移動した位置に配置される。視差成分画像の斜線の範囲は、視
差合成画像の斜線の範囲に約４画素おきに分割配置される。
【００４５】
　ｎ＝４、視差数が１７の１次元ＩＰ方式の場合における、視差成分画像の配置表を図１
４に示す。図１４において、４１枚の視差成分画像は、各サイズが５２４×３９６であり
、視差合成画像（サイズ１９２０×１２００）上に、配置表に示される範囲にサブ画素単
位で分配配置される。ＣＧレンダリングの場合、各視差成分画像は、表に示される範囲の
みレンダリングすればよい。必要範囲のみレンダリングした４１視点画像のうち、左眼側
の２０視点と中央視点の画像の例を図１５に示す。必要範囲のみレンダリングした４１視
点画像のうち、右眼側の２０視点の画像の例を図１６に示す。図１５および図１６の４１
視点画像を合成した視差合成画像の例を図１７に示す。この画像を平面表示部に表示し、
光線制御素子を通して見ると、正方画素正方配列の立体画像が観察される。
【００４６】
　尚、この発明は、上記実施形態そのままに限定されるものでなく、実施段階では、その
要旨を逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。
【００４７】
　また、上記実施形態に開示されている複数の構成要素の適宜な組合せにより種々の発明
を形成できる。例えば、実施形態に示される全構成要素からいくつかの構成要素を削除し
てもよい。更に、異なる実施形態に亘る構成要素を適宜組み合わせてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
【図１】本発明の第１実施形態による多眼方式の立体画像表示装置において用いられる、
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平面表示部の画素群により構成される立体表示時画素の形状を示す図。
【図２】第１実施形態の比較例の立体表示時画素の形状および配列を示す図。
【図３】本発明の第２実施形態による１次元ＩＰ方式の立体画像表示装置に用いられる、
平面表示部の画素群により構成される立体表示時画素の形状を示す図。
【図４】第２実施形態の立体画像表示装置に用いられる、平面表示部の画素群により構成
される立体表示時画素の形状を示す図。
【図５】第２実施形態の立体画像表示装置に用いられる、平面表示部の画素群により構成
される立体表示時画素の形状の他の例を示す図。
【図６】本発明および比較例による立体画像表示装置の特性値をまとめた表。
【図７】第１および第２実施形態に係る正方配列画素の上下配列方向と、立体画像表示装
置全体の表示部の長方形枠および平面表示部の長方形枠の位置関係を示す概念図。
【図８】第１および第２実施形態に係る光線制御素子を概略的に示す斜視図。
【図９】立体画像表示装置を概略的に示す斜視図。
【図１０】第１および第２実施形態による立体画像表示装置における要素画像ピッチＰｅ
と光線制御素子の光学的開口ピッチＰｓと光線制御素子と画素面とのギャップｄと視距離
Ｌと視域幅Ｗの関係を示す模式図。
【図１１】第１および第２実施形態に係る平面表示部に置かれる視差情報と、撮像やＣＧ
レンダリングに用いられるカメラの位置関係を示す概念図。
【図１２】第１および第２実施形態による平行光線の組を持つ条件の１次元ＩＰ方式およ
び多眼方式の視差画像と立体画像の構成方法を示す図。
【図１３】第２実施形態による１次元ＩＰ方式の立体画像表示装置における一方向分の画
像（視差成分画像）を視差合成画像に配置する方法を示す概念図。
【図１４】第２実施形態による立体画像表示装置の視差画像割当の一例を示す表。
【図１５】第２実施形態による立体画像表示装置による視差成分画像群の一例を示す図。
【図１６】第２実施形態による立体画像表示装置による視差成分画像群の一例を示す図。
【図１７】第２実施形態による立体画像表示装置による視差合成画像の一例を示す図。
【符号の説明】
【００４９】
１０　平面表示部
１２　立体表示時画素
１４　平面表示部の表示面の画素
１４ａ　仮想サブ画素
１６　立体表示時画素
２０　光線制御素子
２０ａ　レンチキュラーシート
２０ｂ　スリット
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